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少
女
と
戦
争
、
空
襲
の
記
憶 

堺
洋
子
・
一
九
三
七
年
生
ま
れ 
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部
政
策
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堺 

凌 

は
じ
め
に 

祖
父
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
執
筆
し
え
終
え
て
、
あ
る
後
ろ
め
た
さ

を
感
じ
て
い
た
。
当
初
、
聞
き
取
り
の
対
象
と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
は
、
祖

父
（
弘
）
で
は
な
く
祖
母
（
洋
子
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
敗
戦
時
八
歳
だ
っ

た
彼
女
か
ら
は
十
分
な
証
言
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
ず
、
同
席
し
て
い
た

祖
父
が
次
々
と
話
を
差
し
挟
み
、
そ
の
語
り
に
圧
倒
さ
れ
る
形
で
、
調
査
対
象

を
祖
母
か
ら
祖
父
に
切
り
替
え
て
い
た
。
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
中
、
祖
母
の

分
を
書
く
か
思
い
悩
ん
で
い
た
。 

そ
ん
な
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
惨
状
を
世
界
に
伝
え
た
映
画
『
マ
リ
ウ
ポ

リ
の
２
０
日
間
』
を
見
た
。
作
中
に
は
、
当
時
の
祖
母
と
同
じ
年
頃
と
思
わ
し

き
女
の
子
が
「
私
死
に
た
く
な
い
。
こ
ん
な
の
早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
泣

き
な
が
ら
蹲
る
場
面
が
あ
る
。
私
の
中
で
何
か
が
動
い
た
。「
祖
母
に
つ
い
て

も
記
録
と
し
て
残
さ
ね
ば
」
と
強
く
思
い
至
り
、
改
め
て
筆
を
取
っ
た
。
そ
の

結
果
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
、
こ
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ―

で
あ
る
。 

改
め
て
、
本
稿
は
、
私
の
祖
母
で
あ
る
堺
（
旧
姓
：
高
島
）
洋
子
の
オ
ー
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
る
。
敗
戦
時
、
八
歳
で
記
憶
も
あ
い
ま
い
な
点
が
多
か

っ
た
が
、
収
集
し
た
写
真
、
文
献
で
内
容
を
点
検
し
、
あ
る
い
は
補
強
を
行
っ

た
。 ま

た
、
聞
き
取
り
の
中
で
得
た
彼
女
の
父
親
・
母
親
世
代
に
も
注
目
す
る
。

こ
こ
で
は
、
戦
前
に
お
い
て
比
較
的
裕
福
で
あ
っ
た
彼
ら
の
生
活
、
戦
時
下
に

お
い
て
女
性
が
戦
争
に
動
員
・
協
力
さ
せ
ら
れ
て
い
く
姿
、
さ
ら
に
戦
後
の
没

落
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
階
層
の
変
動
、
そ
し
て
そ
の
後
の
戦
後
復
興
の
波
に

乗
っ
て
い
く
過
程
を
、
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。 

 

第
一
章
「
華
や
か
な
戦
前
」
か
ら
戦
争
へ 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
三
月
一
三
日
、
堺
（
旧
姓
：
高
島
）
洋
子
は
佐

賀
県
鳥
栖
市
に
高
島
幸
次
郎
と
千
代
乃
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。 

高
島
家
は
幸
次
郎
（
一
九
一
〇―

一
九
九
九
）
の
兄
・
官
市
（
一
九
〇
二―

一
九
四
五
）
の
代
か
ら
佐
賀
県
で
砂
糖
を
販
売
し
始
め
、
官
市
の
腕
も
あ
り
商

売
が
成
功
し
、「
孫
の
代
ま
で
何
も
し
な
く
て
も
食
べ
て
い
け
る
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
裕
福
だ
っ
た
。 

幸
次
郎
の
兄
弟
（
長
男
：
官
市
、
次
男
：
幸
次
郎
、
三
男
：
良
雄
）
は
全
員
、

旧
制
・
久
留
米
商
業
中
学
ま
で
出
て
お
り
、
官
市
は
学
校
で
剣
道
を
や
っ
て
い

た
。
上
二
人
は
鳥
栖
か
ら
学
校
の
あ
る
久
留
米
ま
で
（
直
線
距
離
で
七
キ
ロ
）

ま
で
歩
い
て
通
っ
て
い
た
が
、
末
っ
子
の
良
雄
だ
け
は
自
転
車
を
買
っ
て
も

ら
い
、
悠
々
と
通
学
し
て
い
た
。 

兄
弟
が
旧
制
中
学
に
通
う
中
、
父
・
伸
市
（
洋
子
か
ら
見
て
祖
父
）
は
既
に
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亡
く
な
っ
て
い
た
が
（
一
九
三
三
年
に
五
六
歳
で
他
界
）、
伸
市
の
妻
で
あ
る

ト
シ
（
洋
子
か
ら
見
て
祖
母
）
が
女
手
一
つ
で
息
子
た
ち
全
員
を
旧
制
中
学
ま

で
進
学
さ
せ
た
。
当
時
、
旧
制
中
学
の
進
学
率
は
七
％
に
過
ぎ
ず

１

、
兄
弟
全

員
が
旧
制
中
学
ま
で
進
学
し
て
い
た
こ
と
は
珍
し
か
っ
た
。 

ト
シ
は
そ
ろ
ば
ん
を
打
つ
の
が
早
く
、「
良
妻
賢
母
」
と
い
う
言
葉
よ
く
似

合
う
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
。 

兄
弟
達
は
旧
制
中
学
を
卒
業
し
、
高
島
家
の
店
を
総
出
で
手
伝
う
よ
う
に

な
っ
た
。
店
は
当
時
珍
し
か
っ
た
氷
砂
糖
も
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
商
売
は
成

功
し
、
官
市
は
イ
ギ
リ
ス
製
の
オ
ー
ト
バ
イ
（T

riu
m

p
h

 M
o

d
el H

）
を
乗

り
回
し
て
い
た
。
お
祝
い
事
が
あ
れ
ば
、
料
理
屋
が
家
ま
で
や
っ
て
く
る
ほ
ど

の
暮
ら
し
ぶ
り
で
あ
っ
た
。 

日
本
は
昭
和
恐
慌
で
経
済
が
低
迷
し
、
東
北
地
方
を
中
心
に
歴
史
的
な
不

作
が
襲
い
、
農
村
は
困
窮
を
極
め
て
い
た
。
関
東
軍
が
そ
の
経
済
的
困
窮
に
触

発
さ
れ
て
満
州
事
変
を
引
き
起
こ
し
、
国
際
的
な
孤
立
を
深
め
て
い
た
時
期

で
あ
っ
た
が
、
高
島
家
で
は
平
穏
な
時
期
が
続
い
た
。 

一
九
三
七
年
、
官
市
が
「
そ
ろ
そ
ろ
弟
た
ち
の
結
婚
相
手
を
見
つ
け
な
い

と
」
と
し
て
縁
談
を
ま
と
め
、
幸
次
郎
は
千
代
乃
さ
ん
、
良
雄
は
百
貨
店
で
下

駄
売
り
を
し
て
い
た
三
枝
子
さ
ん
と
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
た
。
官
市
自
身
は
芸

者
遊
び
を
し
て
い
た
際
に
一
目
ぼ
れ
を
し
た
女
性
・
静
子
と
既
に
結
婚
し
て

い
た
。
静
子
は
山
口
の
生
ま
れ
で
三
味
線
が
上
手
く
、
キ
セ
ル
で
煙
草
を
吸
っ

て
い
た
と
い
う
。
子
供
は
い
な
か
っ
た
。 

同
年
三
月
、
幸
次
郎
夫
妻
に
長
女
・
洋
子
が
生
ま
れ
、
兄
弟
で
初
め
て
の
子

と
し
て
可
愛
が
ら
れ
た
。
鳥
栖
市
大
正
町
に
あ
っ
た
家
に
は
兄
弟
家
族
と
ト

シ
含
め
八
人
も
い
た
。
玄
関
で
す
ら
三
畳
も
の
広
さ
が
あ
り
、
大
き
な
雛
壇
も

あ
っ
た
。
二
年
後
に
は
妹
の
光
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
和
子
、
壽
子
、
敏
子

（
夭
折
）
が
生
ま
れ
た
。 

【
図
１
】
関
係
図 

 

【
写
真
１
】
一
九
二
〇
年
代
後
半
撮
影
。
左
が
長
男
の
官
市
。 
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【
写
真
２
】
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
撮
影
。
兄
弟
が
通
っ
て
い
た
舞
台
。  

【
写
真
３
】
一
九
三
七
年
ご
ろ
大
正
町
に
あ
っ
た
自
宅
で
撮
影
。
下
段
左
か
ら

反
時
計
回
り
で
、
幸
次
郎
、
千
代
乃
、
ト
シ
、
良
雄
、
三
枝
子
、
静
子
、
官
市
、

ト
シ
の
兄
。 
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【
写
真
４
】
官
市
の
名
義
で
載
っ
て
い
る
。
帝
国
興
信
所
編
『
帝
国
信
用

録
』
三
一
版
、
帝
国
興
信
所
、
一
九
三
八
年
。 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン h

ttp
s://d

l.n
d

l.g
o

.jp
/p

id
/1

6
8

6
6

9
5

 

最
終
閲
覧
二
〇

二
五
年
一
二
月
二
二
日
。
創
業
は
父
・
伸
市
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
一
九
三

四
（
昭
和
九
）
年
。
年
商
は
「
そ
」
で
三
万
円
以
上
五
万
円
以
下
。
対
人
信

用
度
は
「
ウ
」
で
普
通
。 

 

【
写
真
５
】
一
九
三
八
年
ご
ろ
自
宅
で
撮
影
。
洋
子
と
、
雛
壇
上
部
に
天
皇
一

家
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
日
中
戦
争
以
降
進
め
ら
れ
て
い
た
締
め
付
け

で
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
初
戦
は
勝
利
を
重

ね
た
。
し
か
し
、
次
第
に
物
資
の
統
制
が
始
ま
り
、
昭
和
十
七
年
三
月
か
ら
衣

料
切
符
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
都
市
部
で
は
一
人
年
間
百
点
の
切
符
が
交
付

さ
れ
が
、
鳥
栖
の
よ
う
な
中
都
市
で
は
八
十
点
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
昭
和

十
九
年
、
小
倉
（
八
幡
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
九
州
全
土
で
も
空
襲
が
多
く
な

っ
た
。
高
島
家
の
中
に
も
板
を
外
し
て
掘
っ
た
だ
け
の
防
空
壕
が
あ
り
、
空
襲

が
あ
っ
た
時
は
そ
こ
に
入
っ
て
い
た
。
服
は
戦
況
の
悪
化
で
も
ん
ぺ
に
な
っ

https://dl.ndl.go.jp/pid/1686695
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た
。
同
年
の
昭
和
十
九
年
、
伯
父
の
官
市
は
「
駅
前
で
空
襲
に
あ
っ
て
は
い
か

ん
」
と
い
う
こ
と
で
、
鳥
栖
よ
り
も
少
し
田
舎
の
太
刀
洗
に
家
を
買
お
う
と
し

た
が
、
軍
関
係
者
に
止
め
ら
れ
失
敗
し
た
。
ひ
と
ま
ず
、
駅
前
に
あ
っ
た
家
と
、

砂
糖
を
作
っ
て
い
た
工
場
を
当
時
の
運
輸
通
信
省
（
後
の
国
鉄
）
に
売
り
払

い
、
金
額
は
現
在
の
価
値
換
算
で
三
億
円
ほ
ど
に
な
っ
た
。
元
の
家
は
売
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
市
街
地
か
ら
少
し
離
れ
た
原
病
院
の
家
を
借
り
た
。
借
り
た

家
の
下
に
も
防
空
壕
が
あ
っ
た
。
大
正
町
に
あ
っ
た
雛
人
形
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
の
で
、
女
の
子
の
い
る
近
所
の
人
や
知
り
合
い
に
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。 

戦
争
末
期
、
伯
父
の
官
市
は
四
〇
歳
に
差
し
掛
か
っ
て
お
り
、
徴
兵
を
回
避

し
た
。
父
の
幸
次
郎
は
終
戦
直
前
に
海
軍
に
応
召
と
な
っ
た
が
、
ろ
く
に
船
も

無
か
っ
た
た
め
出
撃
の
機
会
は
な
か
っ
た
。
良
雄
も
徴
兵
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
世
代
で
あ

る
。
渡
邊
（
二
〇
二
二
）
に
よ
れ
ば
日
中
戦
争
以
降
、
も
っ
と
も
徴
兵
さ
れ
た

の
は
一
九
一
六
年
～
一
九
二
〇
年
生
ま
れ
、
次
い
で
一
九
二
一
年
～
一
九
二

五
年
生
ま
れ
の
大
正
世
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
生
ま
れ
だ
っ
た
兄
・

官
市
は
徴
兵
対
象
か
ら
外
れ
、
幸
次
郎
も
徴
兵
が
後
回
し
に
な
っ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。 

保
坂
（
二
〇
二
二
）
に
よ
れ
ば
、
徴
兵
の
担
い
手
と
な
っ
た
大
正
世
代
は
、

戦
死
者
の
八
七
％
を
占
め
、
多
く
の
青
年
が
戦
地
に
倒
れ
た
。 

二
つ
目
の
要
因
は
学
歴
で
あ
る
。
日
中
戦
争
以
降
、
兵
士
の
担
い
手
は
多
く

が
尋
常
小
学
校
・
高
等
小
学
校
出
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
旧
制
中
学
ま
で

出
て
い
た
三
人
の
兄
弟
は
こ
の
点
で
も
徴
兵
を
回
避
（
幸
次
郎
は
後
回
し
）
に

な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

街
で
は
日
中
戦
争
以
来
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
「
防
火
訓
練
」
が
活
発
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
男
性
の
大
半
が
戦
地
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
残
さ

れ
た
女
性
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ
た
。
銃
後
の
守
り
を
期
待
さ
れ
た
女
性
た

ち
は
、
戦
場
と
化
す
都
市
空
間
で
よ
り
主
体
的
に
貢
献
す
る
対
象
と
し
て
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
性
の
工
場
へ
の
動
員
も
増
加
し
た
。 

【
写
真
６
】
防
空
訓
練
を
行
う
女
性
た
ち
。
周
り
に
は
国
民
服
を
着
た
男
性
た

ち
も
目
立
つ
。 
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【
写
真
７
】
町
内
ご
と
に
行
っ
て
い
た
防
火
訓
練
。
指
導
的
な
男
性
（
中
央
）

と
女
性
た
ち
が
写
る
。
女
性
た
ち
が
黒
い
服
を
着
て
い
る
の
は
、
夜
間
で
も
身

が
隠
れ
る
た
め
。
看
板
に
は
「
第
七
部
家
庭
防
空
組
合
提
〇
」
と
あ
る
。 

 

一
九
四
五
年
、
洋
子
は
小
学
校
の
遠
足
で
久
留
米
ま
で
行
っ
て
い
る
際
、
ア

メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
遭
っ
た
。
Ｂ
２
９
の
「
ブ─

─

ン
」
と
い
う
音
を
聞
い
て

す
ぐ
竹
藪
に
逃
げ
込
み
助
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
Ｂ
２
９
の
音
が
印
象

的
だ
っ
た
。
街
で
は
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
よ
く
鳴
っ
て
い
た
と
い
う
。 

六
月
に
は
福
岡
大
空
襲
が
あ
り
、
鳥
栖
か
ら
で
も
街
が
赤
く
な
っ
て
い
る

様
子
が
分
か
っ
た
。 

一
九
四
五
年
七
月
、
官
市
は
剣
道
を
や
っ
て
い
た
際
、
打
ち
ど
こ
ろ
が
悪
く

怪
我
し
、
そ
の
ま
ま
病
気
を
こ
じ
ら
せ
て
亡
く
な
っ
た
。
棺
桶
は
リ
ア
カ
ー
に

運
ば
れ
た
。
洋
子
は
「
物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
病
気
が
ち
で
、
特
段
悲
し
い
と

い
う
の
は
無
か
っ
た
」
と
い
う
。
伯
父
（
官
市
）
家
族
に
子
供
が
い
な
か
っ
た

の
で
、
洋
子
と
四
女
・
壽
子
は
官
市
の
妻
・
静
子
の
養
子
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、

父
の
幸
次
郎
は
海
軍
に
徴
兵
さ
れ
、
佐
世
保
に
い
た
（
出
撃
前
に
敗
戦
）。 

八
月
一
一
日
、
午
前
一
〇
時
か
ら
一
時
間
、
鳥
栖
市
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲

を
受
け
た
。
洋
子
も
空
襲
警
報
が
鳴
り
、
防
空
壕
に
入
っ
て
い
た
が
、
そ
の
防

空
壕
の
近
く
に
爆
弾
が
落
ち
「
ド
カ
ド
カ
」
と
揺
れ
た
。
鳥
栖
空
襲
の
被
害
が

大
き
か
っ
た
藤
木
町
で
は
、
水
田
に
爆
弾
が
落
ち
た
際
に
「
バ
ク
ダ
ン
池
」
と

よ
ば
れ
る
巨
大
な
穴
が
い
く
つ
も
で
き
た
。
学
童
動
員
中
だ
っ
た
女
性
学
生

六
名
が
亡
く
な
り
、
空
襲
で
一
一
九
人
が
亡
く
な
っ
た
。
死
亡
者
の
六
〇
％
が

防
空
壕
ご
と
潰
さ
れ
た
圧
死
だ
っ
た

２

。
洋
子
は
「
鳥
栖
も
列
車
の
基
地
が
あ

っ
た
の
で
、
狙
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
」
と
回
想
す
る
。
し
か
し
、
米
軍
は
目
視
で

の
爆
撃
を
行
っ
た
た
め
、
肝
心
の
列
車
の
基
地
（
操
車
場
）
は
攻
撃
を
免
れ
た

３

。 八
月
一
五
日
、
街
で
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
妹
の
光
子
に
よ
る
と
、
何
か
あ
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る
と
い
う
こ
と
で
、
集
ま
っ
て
い
た
が
、
後
日
玉
音
放
送
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
。
洋
子
は
小
さ
か
っ
た
の
で
、
負
け
た
事
に
対
し
て
特
段
の
感
情
は
湧
か
な

か
っ
た
が
、
怖
い
思
い
を
も
う
し
な
く
て
済
む
と
思
っ
た
よ
う
だ
。 

 

第
二
章 

没
落
か
ら
戦
後
復
興 

 

戦
後
、
佐
世
保
か
ら
戻
っ
た
父
・
幸
次
郎
は
娘
二
人
が
勝
手
に
養
子
縁
組
に

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
激
怒
し
た
。
洋
子
か
ら
下
に
四
人
女
の
子
が
続

い
て
い
た
が
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
待
望
の
男
の
子
（
好
幸
）
が
生

ま
れ
た
。 

し
か
し
、
家
と
工
場
を
売
っ
て
出
来
た
三
億
円
（
現
在
価
値
）
と
、
元
か
ら

貯
め
て
い
た
お
金
は
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
紙
切
れ
同
然
に
な
っ
た
。

洋
子
は
実
感
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
親
は
苦
労
し
た
だ
ろ
う
と
回
想
す
る
。
一
九

四
五
年
を
物
価
基
準
に
し
て
、
一
九
五
〇
年
に
は
七
〇
倍
に
も
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
一
〇
〇
円
と
仮
定
し
た
場
合
、
五
年
後
に
七
〇
〇
〇
円
に
な

っ
た
計
算
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
上
流
階
級
の
没
落
が
相
次
い
だ
。
そ
の
時
代

的
背
景
を
象
徴
す
る
文
学
作
品
に
太
宰
治
『
斜
陽
』
が
あ
る
。
作
品
は
旧
華
族

の
没
落
の
様
を
描
い
て
い
る
が
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
当
初
、
太
宰
の
生
家
・

津
島
家
が
没
落
す
る
様
を
描
く
つ
も
り
で
い
た
。
作
品
化
に
あ
た
っ
て
は
大

宰
が
旧
華
族
の
方
が
「
没
落
の
主
題
」
が
作
品
に
相
応
し
い
と
判
断
し
、
主
人

公
を
旧
家
の
娘
か
ら
旧
華
族
へ
と
切
り
替
え
た
。
つ
ま
り
、
作
品
に
こ
そ
な
ら

な
か
っ
た
が
、
同
時
期
に
進
め
ら
れ
て
い
た
戦
後
の
諸
改
革
で
旧
家
・
大
地
主

層
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
上
流
階
級
が
没
落
を
し
て
い
た
。 

【
図
２
】
渡
邊
勉
（
二
〇
一
八
）「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
誰
の
生
活
を

変
化
さ
せ
た
の
か─

─
1

9
5

5

年 
S

S
M

 

調
査
に
よ
る
階
層
帰
属
意
識
の
分

析─
─

」
よ
り
抜
粋
。
渡
邊
は
こ
の
論
文
で
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
（
社
会
階
層
と
社
会

移
動
全
国
調
査
）
を
用
い
、
戦
前
・
戦
後
（
四
五
～
四
六
年
）・
戦
後
期
の
社

会
階
層
認
識
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
戦
前
に
「
中
の
上
」
と
回
答
し
た
者
が
、

戦
後
、
五
五
年
に
は
下
方
に
移
動
し
て
い
る
。 
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そ
の
後
、
父
が
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
鳥
栖
市
役
所
に
出
入
り
し
始
め
、
豆

の
卸
売
り
も
始
め
た
こ
と
で
、
生
活
は
回
復
を
見
せ
た
。
ま
た
、
家
は
売
り
払

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
祖
母
の
ト
シ
さ
ん
、
養
母
の
静
子
さ
ん
、
妹
の
壽
子
と

四
人
で
生
活
し
て
い
た
。
洋
子
は
鳥
栖
高
校
ま
で
進
学
し
た
が
、
大
学
は
社
会

的
風
潮
と
、
金
銭
的
な
事
情
で
行
け
な
か
っ
た
。「
学
校
の
大
半
が
中
卒
の
時

代
。
高
校
ま
で
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
だ
け
幸
せ
」。
実
際
、
女
子
の
高
校
進
学

率
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
時
点
で
三
六
・
七
％
、
大
学
進
学
率
は
一
九

五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
時
点
で
わ
ず
か
二
・
四
％
だ
っ
た

４

。
確
か
に
、
高
校

ま
で
進
学
で
き
た
点
は
当
時
の
社
会
的
背
景
に
照
ら
し
て
も
恵
ま
れ
て
い
た
。 

卒
業
後
は
静
子
さ
ん
が
経
営
し
て
い
た
駅
前
の
喫
茶
店
や
う
ど
ん
屋
を
手

伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
静
子
は
夫
の
官
市
が
亡
く
な
り
、
工
場
も
売
っ
て
無
く

な
っ
た
た
め
働
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
日
本
に
溢
れ
か
え
っ
て
い

た
戦
争
未
亡
人
た
ち
は
煙
草
屋
を
開
く
な
ど
し
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
同
時
期
、
生
け
花
の
教
室
に
通
い
始
め
、
福
岡
市
東
区
の
筥
崎
宮
で

行
わ
れ
て
い
る
方
生
会
で
花
（
池
坊
）
を
出
し
て
い
た
。
放
生
会
に
は
傷
痍
軍

人
の
格
好
を
し
て
い
た
人
が
い
て
、
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
物
乞
い
す
る
姿

を
見
か
け
た
と
い
う
。
高
島
家
の
家
は
専
売
公
社
の
横
で
、
鳥
栖
駅
に
も
近
い

場
所
に
建
て
直
し
た
。
父
・
幸
次
郎
は
株
で
儲
け
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
株
で

の
資
金
が
、
戦
後
復
興
の
一
助
と
な
っ
た
。 

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
は
私
の
祖
父
・
堺
弘
と
結
婚
し
、
三
人
の
子

供
が
生
ま
れ
た
。
弟
の
好
幸
は
、
母
の
遠
い
親
戚
・
池
田
実
が
創
業
し
た
フ
ラ

ン
ス
ベ
ッ
ト
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

バ
ブ
ル
期
、
旅
行
が
好
き
だ
っ
た
洋
子
は
、
弘
が
当
て
た
旅
行
に
ほ
ぼ
全
て

代
わ
り
に
行
っ
た
。「
は
じ
め
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
で
、
嫌
だ
な
あ
と
思
う

こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
最
後
に
は
ま
た
会
お
う
ね
な
ん
て
結
局
言
い
合
っ

て
た
」。
韓
国
や
中
国
、
台
湾
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
な
ど
多
く

の
国
を
巡
っ
た
。 

母
・
千
代
乃
は
晩
年
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
、
牛
乳
を
何
回
も
飲

も
う
と
し
た
り
、
定
期
的
に
病
院
に
来
る
幸
次
郎
に
向
っ
て
「
誰
で
す
か
？
」

と
言
っ
た
り
し
て
い
た
。
幸
次
郎
は
一
九
九
九
年
に
八
九
歳
で
、
千
代
乃
は
二

〇
〇
〇
年
に
八
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。 

夫
の
弘
が
定
年
を
迎
え
、
そ
の
後
は
夫
の
食
い
扶
持
と
国
民
年
金
だ
け
で

や
り
く
り
し
た
。
現
在
、
荒
江
団
地
に
住
み
、
弘
と
生
活
を
し
て
い
る
。
八
七

歳
に
な
っ
た
が
、
団
地
の
階
段
を
優
に
上
り
下
り
し
、
耳
は
遠
く
な
っ
た
が
な

お
元
気
で
あ
る
。 

お
わ
り
に 

 

私
は
一
つ
、
小
さ
な
責
任
を
果
た
す
事
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
を

お
い
て
実
感
し
た
。
そ
れ
は
、
戦
争
を
手
触
り
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
最

後
の
世
代
の
記
憶
を
こ
う
し
て
文
字
に
し
終
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

他
の
体
験
記
で
も
言
及
し
た
と
思
う
が
、
親
戚
の
会
で
出
て
く
る
断
片
的

な
戦
争
の
話
が
、
こ
う
し
て
『
戦
後
八
〇
年
論
集
』
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
を

く
れ
た
の
だ
と
思
う
。 

戦
後
、
日
本
は
な
ぜ
戦
争
に
直
接
参
加
し
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
体
験
者

が
筆
を
取
り
、
記
者
が
筆
を
取
り
、
学
生
が
立
ち
上
が
り
、
名
も
な
き
人
が
、

「
戦
争
は
様
々
な
形
を
と
っ
て
、
人
生
を
巻
き
込
ん
で
く
る
」
事
を
絶
え
ず
訴
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え
続
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で
あ
る
。
そ
の
列
の
末
尾
に
私
が
与
し
、
文
章
を
通

し
て
戦
争
反
対
を
訴
え
る
こ
と
が
出
来
た
事
は
、
何
よ
り
も
代
え
が
た
い
財

産
で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
列
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
、
私
よ
り
も
後
の

世
代
が
列
に
加
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。 

二
年
ほ
ど
の
断
片
的
な
取
材
を
重
ね
、
「
や
っ
ぱ
り
裕
福
だ
っ
た
ん
だ
な
」

と
実
感
し
た
の
は
、
残
さ
れ
た
写
真
か
ら
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
戦
前
の
も
の

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
大
量
で
、
し
か
も
画
質
の
良
い
写
真
が
残
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
ご
家
庭
で
古
い
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
っ
た

が
、
戦
前
の
写
真
は
数
が
少
な
く
、
画
質
も
悪
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
祖
母
の
実
家
で
あ
る
高
島
家
か
ら
は
、
質
・
量
と
も
に
際
立
っ

た
写
真
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
ん
な
形
で
、
祖
母
が
よ
く
口
に
し
て
い
た
「
戦
前

ま
で
は
と
て
も
裕
福
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
実
感
す
る
こ

と
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
祖
母
と
接
し
て
い
る
と
、
生
ま
れ
持
っ
た
上
品
さ
や
言
葉
遣
い
を
強

く
感
じ
る
。
私
の
祖
母
で
あ
る
こ
と
を
超
え
、
そ
こ
に
戦
前
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
の
面
影
を
見
出
す
と
と
も
に
、
ま
た
歴
史
の
生
き
証
人
で
も
あ
る
の
だ
と

実
感
す
る
。
祖
母
の
記
憶
を
記
録
と
し
て
残
せ
た
こ
と
を
、
何
よ
り
う
れ
し
く

思
う
。 

一
方
で
、
祖
母
が
語
っ
た
「
み
ん
な
天
皇
陛
下
バ
ン
ザ
イ
っ
て
言
い
な
が

ら
、
死
ん
で
い
っ
て
ね
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
っ

た
。
当
時
を
わ
ず
か
で
も
実
体
験
と
し
て
知
る
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
言
葉

は
、
そ
う
で
な
い
人
が
語
る
も
の
と
は
重
さ
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。
そ
う
し
た

取
材
の
中
で
得
た
生
々
し
い
記
憶
を
胸
に
秘
め
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
送
っ

て
い
き
た
い
。 

最
後
に
な
る
が
、
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
『
こ
の
世
界
の
片
隅
に
』（
片
淵
須
直

監
督
、
二
〇
一
六
年
）
に
、
主
人
公
・
す
ず
さ
ん
の
姪
で
、
五
歳
の
晴
美
ち
ゃ

ん
と
い
う
少
女
が
出
て
く
る
。
晴
美
ち
ゃ
ん
は
空
襲
が
終
わ
り
、
す
ず
さ
ん
と

共
に
海
辺
を
歩
い
て
い
る
最
中
、
不
発
弾
に
巻
き
込
ま
れ
て
命
を
落
と
し
て

し
ま
う
。 

こ
の
場
面
を
想
起
す
る
た
び
、
私
は
歴
史
と
は
偶
然
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、

自
分
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
こ
と
が
紙
一
重
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。 

も
し
、
鳥
栖
空
襲
で
投
下
さ
れ
た
爆
弾
が
長
崎
の
よ
う
に
軌
道
を
逸
れ
て
い

た
な
ら
、
祖
母
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
久
留
米
の
時
に
も
し
機
銃
掃
射
を
受
け

た
ら
、
不
発
弾
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
ら─

─

そ
う
し
た
「
も
し
も
」
は
無
数

に
存
在
し
て
い
る
。 

そ
の
偶
然
の
連
な
り
の
果
て
に
、
私
は
今
こ
こ
に
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私

は
単
な
る
理
念
や
教
訓
と
し
て
で
は
な
く
、
切
実
な
緊
張
感
を
も
っ
て
「
戦
争

は
い
け
な
い
」
と
語
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 
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五
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三
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鳥
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